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去
る
５
月
18
日
に
行
わ
れ
た
な
が
い
黒
獅

子
ま
つ
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
大
変
な
賑
わ
い
の
中
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
黒
獅
子
の
勇
壮
な

舞
は
何
度
見
て
も
感
動
を
覚
え
ま
す
。
昼
祭

り
で
は
「
長
井
の
心
」
地
域
文
化
発
表
会
と
し

て
、
長
井
、
平
野
、
豊
田
の
各
小
学
校
に
よ
る

獅
子
踊
り
や
黒
獅
子
舞
も
披
露
さ
れ
、
そ
の

完
成
度
の
高
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
こ
ど
も

た
ち
に
地
域
の
文
化
が
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
年
の
黒
獅
子
ま
つ
り
に
は
、
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
観
光
局
が
企
画
し
た
ツ
ア
ー
に
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
、「
な
が
い

の
未
来
を
育
む
少
年
会
議
」
で
中
高
生
か
ら

提
案
が
あ
っ
た
、「
黒
獅
子
に
ち
な
ん
だ
食
べ

物
の
販
売
」
と
し
て
、
事
業
者
さ
ん
の
協
力
の

も
と
「
黒
獅
子
氷
」
や
「
黒
獅
子
肉
ま
ん
」
な
ど

が
販
売
さ
れ
、
提
案
を
実
現
へ
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
あ
や
め

ま
つ
り
や
水
ま
つ
り
、
70
周
年
記
念
事
業
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
工
夫

や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

長
井
市
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
挑
戦
」

ゆ
る
や
か
コ
ラ
ム

��������������

さ
て
、
市
で
は
４
月
に
「
長
井
市
手
話
言
語

及
び
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
促
進
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
市
の
窓
口
に
は
、
聞
こ
え
に

不
安
の
あ
る
方
や
外
国
籍
の
方
な
ど
の
会
話

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
話
し
た
言
葉
を
認
識

し
音
声
を
字
幕
表
示
さ
せ
る
「
コ
ト
パ
ッ
ト
」

と
、
耳
の
軟
骨
を
振
動
さ
せ
る
こ
と
で
音
を

感
じ
る
仕
組
み
を
利
用
し
た
「
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
不

安
な
く
相
談
や
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、
利

用
し
や
す
い
市
役
所
を
今
後
と
も
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

内
谷
市
長
の

▲黒獅子まつりでの小学生による獅子踊り

▲軟骨電動イヤホン導入記者説明会の様子

第6回 地域おこし協力隊です！

野堀　勝明さん

▲芳文庫収蔵品

　　文化を基軸としたまちづくりを目指

　し活動しています。なかなか目に触れ

　ることが少なかった、市所蔵の美術品、

　文化的資料、歴史的資産を、ネット上にアーカイブとして

構築し、今年の夏を目途に一般公開を予定しております。

市民にとっては日常的な、まちあるき、マルシェや朝市、

花いっぱい運動といった活動も、大事な文化資源であり

宝です。「もの（収蔵品）」だけに終わらず、、そういった「こ

と」という文化的活動を含めて登録し、見える化すること

で、人と文化との関わりをリアルに、より深く知ることが

できます。

　　ネットを通じて、市内外の人に「長井の宝」を楽しんで

もらいながら長井の魅力を新たに発見してもらうことで、、

シビックプライド※の形成に寄与したいと思っています。
※地域に誇りを持ち、積極的・能動的に地方創生につながるような行動

をしようとする意識や思い

▲長井村白兎地区開墾景況図（1949）

まちなかの文化資源を活用した地域おこ
し事業の企画、及び実施に取り組む。

野堀さんが気になる「長井の宝」

　致芳コミセンでは、「ハッする！ちほう（百歳体操）」に来

られる方のコミセンまでの送迎をお手伝いしています。

　雨でも、雪でも、吹雪でも、お迎えがあればコミセンまで

来てみんなと会える、楽しく過ごせる。この冬から始めてみ

たら、今まで来られなかった方も参加できるようになり、笑

顔が増えました。

　今は一部の地域に限られますが、同様の取り組みが広がる

よう協議会としてサポートしていきます。

【問い合わせ】（一社）長井市コミュニティ協議会

☎（88）7671　E-mail : honbu@nagai-community.com
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▲成田郵便局前でのお迎えの様子

外出のお手伝い、やってます。




